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執筆者紹介
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池田　佳和 2017年度一般研究（同）協同研究員・元本学特別任用教授

西沢　史仁 2017年度一般研究（西沢班）研究代表者・特別研究員

上野　牧生 2017年度指定研究（西蔵文献研究）研究員・本学短期大学部講師

　　　　 2017年度一般研究（小谷班）協同研究員

渡邊　温子 2017年度一般研究（渡邊班）研究代表者・本学非常勤講師

宮崎　展昌 2017年度一般研究（宮崎班）研究代表者・本学任期制助教
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箕浦　暁雄 2017年度一般研究（同）協同研究員・本学准教授

宮﨑　健司 2015年度一般研究（宮﨑班）研究代表者・本学教授

藤原　正寿 2016年度指定研究（清沢満之研究）研究代表者・本学短期大学部
准教授

西本　祐攝 2016年度指定研究（同）研究員・本学短期大学部講師

川端　泰幸 2016年度指定研究（教如上人研究）研究員・本学講師

星野　靖二 2016年度指定研究（清沢満之研究）招聘講師・國學院大學准教授



編集後記

　『真宗総合研究所研究紀要』第三十五号を刊行いたしました。本号には多くの御投
稿をいただき、近年にない大部の紀要となりました。内容的にも仏教に関するものを
中心に幅広い分野の論考・訳注が集まり、読み応えのあるものになっています。
　本年度、本学は文部科学省が実施する私立大学研究ブランディング事業に選定され
ました。事業名は「仏教を基軸とする国際的研究拠点の形成と〈人間学〉の推進」で
す。これは仏教の立場からさまざまな学問を総合し、海外の大学・研究機関と交流し
つつ研究を進めてきた本研究所の取り組みが評価されたものであり、今後ますます積
極的に研究活動を推進していくことが求められています。来年度からは従来の文学部
に加え、新たに社会学部・教育学部が発足し、三学部体制となります。本学の伝統で
ある仏教を中心とする人文科学系の研究をさらに推進していくとともに、新たな学問
分野を開拓していくべく、研究所としても尽力する所存です。 （M・N）
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